
近
世
社
会
に
お
け
る
女
性
と
財
産
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
女
性
史

研
究
の
進
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
解
明
が
お
く
れ
て
い
る
分
野
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、
庶
民
女
性
が
婚
姻
の
際
に
持
参
す
る
財
産
の
存
在
と
、
そ
れ
に

対
す
る
夫
の
処
分
権
の
可
否
に
つ
い
て
法
制
史
の
視
点
か
ら
言
及
さ
れ
て
き

（
１
人
）

た
が
、
女
性
（
妻
）
が
持
参
し
た
財
産
を
一
体
ど
の
よ
う
に
運
用
し
た
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
大
名
家
を

は
じ
め
武
士
身
分
の
女
子
が
土
地
所
有
（
知
行
・
封
禄
）
か
ら
排
除
さ
れ
る

な
ど
、
前
代
と
較
べ
女
性
の
社
会
的
地
位
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
江
戸
時
代
の
庶
民
女
性
に
独
自
の
財
産
運
用
な
ど
あ
る
筈
が

（
の
ム
）

な
い
と
思
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
お
い
て
、
河
野
淳
一
郎
氏
は
、
農
家
の

妻
が
夫
と
は
独
立
に
自
分
の
財
産
を
運
用
し
て
い
る
「
夫
婦
別
産
制
」
の
事

特
集
／
女
性
と
財
産

近
世
庶
民
女
性
の
財
産

｜
は
じ
め
に

ｌ
豪
農
妻
女
の
金
融
活
動
Ｉ

（
ｑ
Ｊ
）

例
を
紹
介
さ
れ
た
。
氏
に
よ
る
と
、
そ
の
村
で
は
名
主
二
家
の
妻
が
、
そ
れ

ぞ
れ
一
定
の
資
産
を
原
資
と
し
て
金
融
活
動
を
営
む
ほ
か
、
妻
が
夫
と
は
別

に
地
元
寺
院
に
寄
進
す
る
な
ど
、
夫
婦
別
産
制
を
実
践
し
て
お
り
、
こ
の
こ

と
が
彼
女
ら
の
信
望
を
集
め
、
村
内
で
の
高
い
地
位
を
保
証
し
、
さ
ら
に
名

主
で
あ
る
夫
と
の
間
も
、
「
自
主
性
に
基
い
た
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
関
係
に
あ

っ
た
と
高
く
評
価
さ
れ
た
。
河
野
氏
の
研
究
に
た
い
し
、
そ
の
後
、
長
野
ひ

ろ
子
氏
か
ら
批
判
的
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
議
論
に
つ
い
て
は
後

（
４
坐
）

に
取
上
げ
る
。
筆
者
は
、
河
野
氏
の
見
解
に
触
発
さ
れ
、
氏
の
い
う
「
夫
婦

別
産
制
」
の
内
実
に
更
に
立
ち
入
っ
て
検
討
を
加
え
、
こ
れ
ま
で
未
開
拓
な

分
野
で
あ
る
近
世
農
家
に
お
け
る
女
性
財
産
の
運
用
に
つ
い
て
一
つ
の
事
例

を
示
し
て
ゑ
た
い
・

こ
こ
で
は
、
河
野
氏
と
同
じ
く
、
武
蔵
国
多
摩
郡
柴
崎
村
（
現
立
川
市
）

の
名
主
鈴
木
平
九
郎
の
書
き
の
こ
し
た
「
公
私
日
記
」
（
天
保
八
年
か
ら
安

（
５
）

政
四
年
ま
で
二
○
冊
）
を
主
た
る
史
料
と
す
る
。
平
九
郎
の
実
父
は
、
中
嶋

次
郎
兵
衛
と
い
い
、
柴
崎
村
の
相
名
主
の
ほ
か
日
野
宿
組
合
村
大
惣
代
を
勤

大
口
勇
次
郎
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め
る
近
郷
に
知
ら
れ
た
豪
農
で
あ
っ
た
。
次
郎
兵
衛
の
長
男
紋
次
郎
は
、
村

の
豪
農
井
上
家
の
聟
に
入
り
尾
張
藩
麿
場
御
案
内
を
つ
と
め
て
お
り
、
次
男

平
九
郎
は
同
村
の
旧
家
で
長
い
間
途
絶
え
て
い
た
鈴
木
家
の
名
跡
を
継
い
だ

も
の
で
あ
り
、
幕
末
期
に
は
一
族
で
村
政
に
当
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
さ

て
本
稿
の
主
人
公
で
財
産
の
運
用
を
司
る
女
性
と
は
、
次
郎
兵
衛
の
妻
で
あ

、

り
平
九
郎
の
実
母
と
な
っ
た
、
榎
戸
氏
の
娘
春
と
、
平
九
郎
の
妻
で
あ
る
平

、
、

氏
の
娘
嘉
代
二
十
三
才
の
両
人
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
春
の
行
な
っ
た
金
融
活
動
を
、
彼
女
の
実
子
平
九
郎
の
「
日

記
」
の
記
述
か
ら
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
平
九
郎
は
春
の
実
子
と
は
い
え
、

他
家
を
継
い
だ
男
で
あ
る
か
ら
、
春
の
行
為
を
逐
一
記
録
す
る
こ
と
は
な
い

し
、
ま
し
て
や
春
の
金
銭
出
納
を
記
帳
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
春
の
資

産
を
も
と
に
し
た
貸
借
関
係
の
内
、
平
九
郎
と
何
ら
か
の
関
連
が
生
じ
た
場

合
に
限
っ
て
、
「
日
記
」
に
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
河
野
氏
に
よ
れ
ば
、

天
保
九
年
か
ら
安
政
三
年
ま
で
の
一
九
年
間
（
「
日
記
」
を
欠
く
弘
化
二
年

を
除
く
）
に
、
「
日
記
」
の
上
で
、
春
が
他
者
に
金
銭
を
貸
付
け
た
こ
と
が

判
明
す
る
事
例
を
集
計
す
る
と
計
二
一
件
、
貸
付
け
金
額
は
五
六
九
両
に
及

ぶ
と
い
う
。
筆
者
の
算
定
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
五
○
両
を
加
え
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
春
の
資
産
運
用
の
全
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
数

量
的
に
は
右
の
概
数
で
満
足
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
貸
付
け
の
事
例
を
、

「
日
記
」
の
記
述
か
ら
内
容
的
な
検
討
を
加
え
る
と
、
平
九
郎
と
の
関
わ
り

二
中
嶋
春
の
金
融
活
動

方
で
三
種
類
の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
は
、
春
の
貸
付
け
の
際
に
、
平
九
郎
が
口
入
れ
人
の
役
割
を
果
す
場

合
で
あ
る
。
嘉
永
二
年
に
上
田
村
の
忠
右
衛
門
に
貸
付
け
た
ケ
ー
ス
は
、

「
日
記
」
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
。

側
上
田
忠
右
衛
門
罷
越
し
、
例
年
の
通
り
中
嶋
老
母
よ
り
繭
買
元
手
金
五

拾
両
借
用
、
口
入
の
儀
頼
承
来
る
（
嘉
永
２
．
閏
４
．
別
）

あ
き
な
い

②
上
田
忠
右
衛
門
へ
商
内
元
手
金
五
拾
両
、
中
嶋
老
母
よ
り
、
口
入
れ
、

今
日
相
渡
し
、
十
月
限
り
手
形
預
る
（
同
２
閏
４
．
妬
）

③
中
嶋
母
か
し
金
の
内
五
拾
両
也
、
上
田
忠
右
衛
門
よ
り
返
済
、
直
ち
に

金
主
へ
渡
す
（
同
２
．
ｍ
・
晦
）

こ
れ
に
よ
る
と
こ
の
年
閏
四
月
、
近
在
上
田
村
の
忠
右
衛
門
が
、
中
嶋
老

母
つ
ま
り
春
か
ら
、
繭
商
売
の
仕
入
金
と
し
て
金
五
○
両
を
借
用
す
る
た
め

に
、
平
九
郎
の
家
に
口
入
れ
（
仲
介
保
証
）
を
頼
ゑ
に
来
た
の
で
、
平
九
郎

は
仲
介
の
労
を
と
り
、
数
日
後
に
は
、
十
月
ま
で
の
期
限
の
借
用
証
文
と
引

換
え
に
貸
し
て
や
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
返
済
期
限
の
十
月
晦
日
に
は
、

忠
右
衛
門
か
ら
金
額
五
○
両
の
返
済
を
受
け
た
平
九
郎
が
、
こ
れ
を
金
主
の

春
ま
で
届
け
て
い
る
。
こ
れ
に
は
利
子
支
払
い
の
記
述
が
な
い
が
、
嘉
永
四

年
の
場
合
に
は
、
「
中
嶋
母
よ
り
口
入
れ
金
五
拾
両
也
、
上
田
忠
右
衛
門
よ
り

返
済
二
付
き
、
直
ち
に
金
主
へ
渡
す
、
尤
も
利
金
は
先
達
て
中
相
済
ま
す
」

（
嘉
永
４
．
，
．
〃
）
と
あ
っ
て
、
利
息
付
き
の
貸
付
け
で
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
忠
右
衛
門
は
、
右
の
ほ
か
天
保
十
四
、
弘
化
四
、
五
、

嘉
永
三
年
に
も
登
場
し
、
春
の
貸
付
け
先
の
常
連
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
平
九
郎
の
口
入
れ
に
よ
っ
て
春
か
ら
二
○
両
以
上
の
多
額
な
金
子
を
借
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入
れ
た
も
の
に
、
村
内
に
居
住
す
る
丸
屋
裕
次
郎
、
西
番
場
の
林
右
衛
門
、

ふ
じ
や
惣
兵
衛
ら
が
い
た
。
ま
た
貸
金
の
依
頼
を
断
わ
る
次
の
よ
う
な
事
例

も
あ
っ
た
。

側
日
野
わ
た
十
の
忰
よ
り
、
中
嶋
母
へ
金
子
借
用
の
儀
、
ふ
し
や
惣
兵
衛

を
以
て
、
去
る
十
一
日
申
込
承
、
右
に
付
き
上
田
村
庄
右
衛
門
・
ふ
し

や
同
道
、
今
朝
罷
越
す
に
付
き
、
断
り
申
遣
わ
す
（
天
保
Ⅱ
．
６
．
６
）

日
野
宿
の
わ
た
十
よ
り
、
親
類
の
ふ
じ
屋
惣
兵
衛
の
仲
立
ち
で
、
春
の
資

金
を
融
通
し
て
欲
し
い
旨
申
入
れ
が
あ
っ
た
の
に
た
い
し
、
平
九
郎
は
依
頼

を
断
わ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
金
子
の
借
入
れ
に
は
資
格
・
条
件
に
一
定

の
基
準
が
あ
り
、
口
入
れ
人
の
平
九
郎
が
可
否
の
判
断
を
下
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

第
二
は
、
平
九
郎
自
身
が
春
か
ら
金
銭
を
借
入
れ
る
場
合
で
あ
る
。
天
保

十
、
十
一
年
の
二
か
年
間
に
こ
の
よ
う
な
借
入
れ
が
四
件
認
め
ら
れ
る
の
で
、

以
下
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

⑤
口
福
講
金
、
普
済
寺
に
て
渡
す
べ
き
分
の
内
、
金
五
両
弐
分
也
、
中
嶋

母
よ
り
借
用
（
天
保
Ⅲ
・
８
・
躯
）

支
払
い
を
せ
ま
ら
れ
た
五
両
二
分
を
春
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
金
の
返
済
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
二
月
六
日
条
に
「
中
嶋
母
よ
り
借
用

金
返
済
残
金
弐
分
也
、
今
日
返
済
す
」
と
あ
る
の
が
対
応
し
、
年
末
に
全
額

返
済
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

⑥
中
嶋
母
へ
、
先
日
時
か
り
三
両
也
、
返
済
す
（
同
ｎ
．
６
・
巧
）

こ
れ
は
、
平
九
郎
が
春
よ
り
「
時
か
り
」
、
即
ち
短
期
返
済
の
約
束
で
借

金
し
、
そ
れ
を
返
済
し
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
春
の
財
布
は
、
平
九
郎
に

と
っ
て
必
要
な
資
金
を
一
時
的
に
用
立
て
て
く
れ
る
便
利
な
場
所
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

、
中
嶋
母
よ
り
金
壱
両
弐
分
也
借
り
受
く
。
内
金
壱
両
壱
分
也
、
大
和
田

甚
兵
衛
へ
大
坂
に
て
借
用
残
金
の
分
相
渡
す
（
同
Ⅱ
．
７
．
７
）

こ
れ
は
、
春
か
ら
一
両
二
分
借
り
て
、
甚
兵
衛
の
借
金
を
返
済
し
た
と
い

う
記
事
で
あ
る
。
春
へ
の
返
済
記
事
は
見
ら
れ
な
い
が
、
少
額
で
あ
る
か
ら

お
そ
ら
く
短
期
間
の
内
に
返
済
し
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
三
つ
の
事
例
は
、

い
ず
れ
も
比
較
的
少
額
で
あ
り
、
か
つ
短
期
返
済
を
前
提
と
し
た
「
時
か

り
」
タ
イ
プ
の
借
用
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
次
に
挙
げ
る
ケ
ー
ス
は
、
こ

れ
と
性
格
を
異
に
す
る
借
用
金
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑧
井
上
口
入
れ
に
て
、
中
嶋
母
よ
り
金
五
拾
両
也
借
用
の
対
談
に
て
、
内

金
拾
五
両
は
吉
之
助
残
金
引
受
く
。
外
金
三
拾
五
両
の
内
三
拾
両
也
、

今
日
井
上
氏
よ
り
受
取
る
（
同
ｎ
．
８
．
２
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
春
の
長
男
で
、
平
九
郎
の
実
兄
に
あ
た
る
井
上
紋
次
郎

の
口
入
れ
で
、
平
九
郎
は
春
か
ら
金
五
○
両
を
借
入
れ
る
相
談
を
し
た
が
、

こ
の
内
十
五
両
は
吉
之
助
の
返
済
す
べ
き
残
金
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

吉
之
助
は
、
先
に
平
九
郎
の
口
入
れ
で
春
か
ら
数
十
両
を
借
入
れ
て
い
た
が
、

そ
の
後
漸
次
返
済
を
重
ね
、
こ
の
六
月
に
は
「
残
り
拾
五
両
」
と
な
っ
て
い

た
も
の
で
、
こ
の
残
金
を
平
九
郎
が
借
用
金
と
し
て
引
継
い
だ
。
三
○
両
に

関
し
て
は
口
入
れ
の
井
上
氏
よ
り
受
取
っ
て
い
る
。
こ
の
多
額
の
借
入
れ
金

の
使
途
は
明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
返
済
も
仲
々
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
利
息
に
つ
い
て
は
、
「
中
嶋
母
へ
当
六
月
ま
で
利
金
三
両
也
、
相
渡
す
」

（
天
保
過
・
７
．
Ⅱ
）
と
か
、
「
中
嶋
母
へ
盆
後
利
分
、
金
三
両
也
相
渡
す
」
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（
同
旧
・
皿
・
巧
）
な
ど
の
記
述
が
あ
り
、
盆
暮
に
三
両
ず
つ
年
間
計
六
両
、

つ
ま
り
元
金
五
○
両
に
た
い
し
年
利
十
二
％
の
利
息
を
支
払
っ
た
計
算
に
な

る
。
こ
の
利
子
支
払
い
は
、
天
保
十
一
年
暮
に
始
ま
っ
て
、
途
中
つ
け
落
し
の

年
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
連
年
弘
化
三
年
の
盆
後
ま
で
記
述
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
後
、
弘
化
五
年
九
月
十
三
日
の
「
日
記
」
に
、
中
嶋
・
井
上
氏
ら
と
相

談
し
て
、
「
田
地
三
ヶ
所
の
地
代
金
六
拾
四
両
は
、
五
升
当
り
を
以
て
、
中

嶋
母
へ
流
地
」
と
い
う
処
置
を
取
決
め
た
と
す
る
記
事
が
あ
り
、
借
用
元
金

五
○
両
に
、
弘
化
三
年
暮
以
降
の
滞
納
利
息
を
加
え
た
六
四
両
相
当
の
田
地

を
手
離
す
こ
と
で
、
春
か
ら
の
借
金
を
八
年
ぶ
り
で
清
算
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
一
件
を
見
る
限
り
、
春
と
平
九
郎
の
貸
借
関
係
は
、
親
子
の
温

情
的
な
関
係
と
い
う
よ
り
、
標
準
的
な
利
息
を
課
し
、
滞
納
に
た
い
し
て
は

担
保
地
の
質
流
れ
に
よ
っ
て
清
算
を
強
制
す
る
と
い
う
経
済
的
な
関
係
に
律

せ
ら
れ
て
い
た
、
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
春
の
金
融
活
動
を
ま
と
め
て
承
る
と
、
五
○
両
を
越
す
多
額
の
営

業
資
金
の
貸
付
け
か
ら
、
小
額
の
時
か
し
ま
で
多
様
な
ケ
ー
ス
が
存
在
し
、

地
域
的
に
も
村
内
は
も
と
よ
り
近
在
の
村
に
ま
で
拡
が
り
を
も
っ
て
い
た
。

平
九
郎
の
「
日
記
」
に
載
ら
な
い
部
分
で
も
、
さ
ら
に
広
範
な
活
動
が
推
測

さ
れ
、
い
わ
ば
「
村
の
金
貸
し
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
し

か
も
、
平
九
郎
や
紋
次
郎
ら
の
村
の
有
力
者
を
貸
付
け
の
際
の
口
入
れ
人
と

し
て
い
る
こ
と
は
、
貸
倒
れ
な
ど
を
防
ぐ
上
で
有
効
に
作
用
し
、
安
全
な
経

営
が
保
証
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
村
役
人
と
の
深
い
結
び
つ
き
は
、
春
の
貸

付
け
業
に
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
仕
事
を
担
わ
せ
て
い
る
。

春
の
貸
付
け
活
動
の
第
三
の
タ
イ
プ
は
、
彼
女
の
夫
や
息
子
た
ち
が
支
配

す
る
村
政
の
中
で
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
村
の
金
庫
番
と
し
て
の
役

割
で
あ
っ
た
。
「
日
記
」
か
ら
二
つ
の
事
例
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

⑨
村
用
金
子
借
用
の
儀
に
付
き
、
上
川
原
村
名
主
磯
右
衛
門
書
状
持
参
、

同
村
百
姓
代
権
右
衛
門
外
壱
人
来
る
（
天
保
川
・
正
・
胆
）

川
上
川
原
村
よ
り
先
日
対
談
の
金
子
と
し
て
村
役
人
へ
証
文
持
た
せ
道
す
。

中
嶋
母
方
に
て
金
六
両
弐
分
也
借
受
け
、
証
文
相
預
け
、
上
川
原
村
へ

相
渡
す
。
是
は
名
主
勘
右
衛
門
儀
、
韮
山
口
節
御
掛
り
口
村
入
用
口
也

（
同
蛆
・
正
・
皿
）

上
川
原
村
の
百
姓
代
権
右
衛
門
が
、
平
九
郎
の
許
を
訪
れ
、
「
村
用
金
子
」

の
借
用
を
願
う
名
主
の
書
状
を
持
参
し
て
借
金
の
交
渉
を
行
な
っ
た
。
こ

の
交
渉
は
成
立
し
た
模
様
で
、
翌
々
十
四
日
に
は
同
村
の
村
役
人
が
借
用
証

文
を
持
っ
て
来
た
の
で
、
平
九
郎
は
春
に
こ
の
証
文
を
預
け
、
金
六
両
二
分

を
借
り
受
け
て
上
川
原
村
の
役
人
に
渡
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
村
用
金

子
」
の
説
明
は
、
丁
度
虫
喰
い
で
よ
く
判
ら
な
い
が
、
公
用
で
代
官
江
川
の

居
る
韮
山
へ
赴
い
た
節
に
要
し
た
費
用
か
と
思
わ
れ
、
柴
崎
村
に
も
関
連
の

あ
る
も
の
な
の
で
一
時
立
替
え
を
認
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
借
用
金

に
つ
い
て
は
、
後
に
上
川
原
村
の
も
の
が
利
金
の
一
部
を
支
払
っ
た
記
述

（
蛆
・
３
．
３
）
が
見
ら
れ
る
が
、
結
末
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
村
名

主
の
書
状
に
よ
る
「
村
用
金
子
」
の
借
用
と
い
う
公
的
な
申
入
れ
に
た
い
し
、

柴
崎
村
で
は
、
平
九
郎
の
口
入
れ
に
よ
っ
て
上
川
原
村
名
主
と
春
の
私
的
な

貸
借
関
係
に
置
き
か
え
て
処
理
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
柴
崎
村
と
し
て

公
的
な
支
出
を
す
る
た
め
に
は
、
六
両
二
分
の
金
額
を
村
民
全
員
で
所
持
石

高
に
比
例
し
た
負
担
金
を
算
定
し
、
個
々
の
農
民
に
賦
課
・
徴
収
す
る
と
い
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う
面
倒
な
手
続
き
を
採
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
の
事
例
は
、
嘉
永
四
年
五
月
に
起
っ
た
も
の
で
、
逮
捕
さ
れ
た

村
の
源
八
の
保
釈
の
た
め
の
弁
済
金
支
払
い
を
め
ぐ
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

源
八
は
、
そ
の
前
年
に
生
糸
商
売
の
失
敗
か
ら
多
額
の
負
債
を
負
っ
た
ま
ま

倒
産
し
、
失
院
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。
一
年
余
り
を
経
た
嘉
永
四

年
四
月
に
捕
え
ら
れ
板
橋
宿
の
圏
場
（
留
置
場
）
に
留
置
さ
れ
債
権
者
た
ち

の
追
求
を
受
け
て
い
た
。
柴
崎
村
で
は
紋
次
郎
が
交
渉
に
あ
た
り
保
釈
を
願

出
た
と
こ
ろ
、
釈
放
と
引
か
え
に
債
権
者
に
た
い
す
る
借
財
弁
済
の
た
め
金

一
○
○
両
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
た
。
紋
次
郎
は
関
係
者
か
ら
右
の
金
額
の

調
達
を
計
っ
た
が
失
敗
し
、
結
局
平
九
郎
と
相
談
し
、
取
り
あ
え
ず
は
次
の

よ
う
な
処
置
に
落
ち
着
い
た
。

⑪
此
度
の
金
子
は
決
し
て
人
に
拘
ら
ず
、
井
上
壱
人
に
て
百
両
調
達
、
雑

用
弐
拾
両
ほ
と
は
平
九
郎
才
覚
の
上
、
出
府
一
件
相
済
す
。
去
年
来
の

受
払
い
迄
清
勘
定
の
上
、
親
類
組
合
へ
見
届
け
さ
せ
、
不
足
金
調
達
の

儀
は
追
て
右
の
者
共
の
心
得
次
第
に
取
計
わ
せ
申
す
べ
き
積
り
、
井
上

（
意
）

へ
も
異
見
い
た
し
、
榎
戸
に
て
五
拾
両
、
中
嶋
老
母
よ
り
五
拾
両
借
用

の
対
談
出
来
る
（
嘉
永
４
．
５
．
６
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
弁
済
金
一
○
○
両
は
紋
次
郎
が
、
江
戸
と
の
往
復
な
ど

関
係
諸
経
費
二
○
両
は
平
九
郎
が
責
任
を
も
っ
て
処
理
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
上
で
、
取
り
あ
え
ず
当
面
の
策
と
し
て
、
春
の
実
家
で
あ
る
榎
戸
家
か
ら

五
○
両
、
春
か
ら
五
○
両
を
借
用
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
五
月
十
日

に
は
、
平
九
郎
ら
は
源
八
の
預
け
ら
れ
た
圏
に
赴
い
て
、
金
一
○
○
両
と
引

か
え
に
身
柄
を
引
取
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
十
四
日
に
は
、
紋
次
郎
が
源
八

の
所
持
す
る
金
銭
、
田
地
、
家
財
を
調
べ
上
げ
、
そ
の
多
く
を
売
払
っ
て
合

計
三
四
○
両
余
の
現
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
先
ず
榎
戸
家
と

春
か
ら
の
借
用
金
を
返
済
し
、
残
金
で
源
八
が
各
方
面
に
残
し
た
負
債
の
整

理
に
当
っ
て
い
る
。
源
八
の
借
財
の
弁
済
方
法
を
見
る
と
、
公
的
と
云
え
な

い
ま
で
も
、
村
成
員
の
不
始
末
を
村
共
同
体
の
共
同
責
任
と
し
て
事
に
当
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
春
の
財
布
は
、
村
共
同
体
の
金
庫
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
中
嶋
春
の
金
融
活
動
を
具
体
例
を
通
じ
て
見
て
き
た
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
春
は
村
の
金
貸
し
と
し
て
、
農
民
た
ち
の
間
で
経
済
的
に
も
ま
た
生

活
上
に
も
重
要
な
役
割
り
を
果
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
さ
ら
に
村
共

同
体
を
維
持
す
る
上
で
も
必
須
の
役
割
り
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ

こ
で
は
春
と
夫
の
次
郎
兵
衛
と
の
間
の
経
済
関
係
に
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
河
野
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
日
記
」
で
は

春
の
貸
付
け
と
、
次
郎
兵
衛
の
貸
付
け
と
を
区
別
し
て
お
り
、
春
の
金
融
活

動
が
彼
女
独
自
の
資
産
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
上
二
人
の
経
済
的
関
係
を
、
養
子
に
出
た
息

子
の
「
日
記
」
に
よ
っ
て
追
求
す
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
。
次
に
節
を
改
め

て
、
夫
平
九
郎
か
ら
見
た
妻
嘉
代
の
経
済
活
動
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

嘉
代
の
金
融
活
動
が
、
「
公
私
日
記
」
の
中
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、

記
帳
を
始
め
て
四
年
目
の
天
保
十
二
年
暮
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
十
二
月
一
三

三
嘉
代
の
経
済
活
動
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日
に
「
番
場
の
安
五
郎
へ
か
し
金
三
両
の
内
壱
両
受
取
る
、
お
嘉
代
よ
り
時

借
の
内
へ
返
金
す
」
と
あ
り
、
翌
二
三
日
に
は
「
善
吉
へ
当
月
上
旬
か
し
金
、

壱
両
也
戻
る
。
嘉
代
よ
り
時
借
の
内
へ
返
す
」
と
記
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

村
民
か
ら
一
両
の
返
済
を
受
け
た
記
録
で
あ
る
が
、
こ
の
金
を
「
嘉
代
よ
り

時
借
」
り
し
た
金
へ
返
却
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
平
九
郎
が
嘉
代
の

財
布
か
ら
時
借
り
し
た
金
で
、
村
民
た
ち
の
暮
の
火
急
の
用
に
役
立
て
た
の

で
あ
ろ
う
。

嘉
代
の
立
場
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
高
幡
村
の
と
め
が

「
忰
不
奉
公
」
を
理
由
に
、
「
嘉
代
方
へ
金
子
借
用
に
来
」
た
の
で
、
「
二

両
貸
し
追
わ
す
」
（
天
保
田
・
３
・
皿
）
と
い
う
の
が
そ
れ
で
、
村
外
か
ら

直
接
嘉
代
を
目
指
し
て
金
銭
を
借
り
に
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
平
村

の
も
の
が
「
伊
勢
参
宮
二
十
人
程
立
ち
候
入
用
に
差
支
え
」
る
と
い
う
理
由

で
金
二
両
の
借
金
を
申
込
ん
で
き
た
の
で
、
「
嘉
代
よ
り
か
し
遣
わ
す
」
（
弘

化
５
．
正
・
９
）
と
い
う
記
事
も
あ
る
。
嘉
代
の
実
家
が
平
村
に
あ
る
縁
で

来
た
も
の
だ
が
、
と
も
か
く
嘉
代
の
金
融
活
動
が
近
隣
の
村
々
に
ま
で
知
ら

れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

嘉
代
の
金
融
を
、
前
述
の
春
の
場
合
と
比
較
し
て
承
る
と
、
金
額
が
三
両

以
下
の
少
額
で
、
か
つ
そ
の
性
格
も
春
の
一
時
的
な
時
借
か
、
「
忰
不
奉
公
」

「
伊
勢
参
宮
」
な
ど
生
活
上
の
消
饗
目
的
で
、
縁
故
を
た
よ
っ
て
借
り
に
き

た
も
の
が
多
く
、
春
の
場
合
の
よ
う
な
大
型
で
、
か
つ
営
業
上
の
資
金
供
与

を
目
的
と
し
た
金
融
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
嘉
代
は
、
質
地
証
文
を
介
し
た
、
つ
ま
り
田
畑
を
質
担
保
に

と
っ
た
金
融
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
「
日
記
」
か
ら
判
明
す
る
。

こ
の
よ
う
な
事
例
が
、
天
保
か
ら
弘
化
年
間
に
か
け
て
四
件
あ
る
が
、
こ
の

（
虞
Ｕ
）

内
三
件
を
次
に
掲
げ
て
お
く
。

⑫
留
吉
よ
り
嘉
代
へ
入
置
き
候
質
地
、
当
寅
よ
り
辰
の
拾
月
ま
で
三
ヶ
年

季
証
文
書
替
え
、
奥
印
い
た
し
遣
わ
し
候
事
（
天
保
喝
・
正
・
肥
）

⑬
組
内
の
惣
助
よ
り
質
代
へ
質
地
証
文
、
奥
印
相
渡
す
（
弘
化
３
．
皿
・

船
）

⑭
徳
次
郎
持
畑
・
居
屋
敷
、
年
の
分
地
代
金
四
両
に
て
、
嘉
代
へ
流
地
証

文
、
奥
印
善
左
衛
門
に
て
相
渡
す
（
弘
化
４
．
正
・
皿
）

⑬
の
場
合
で
い
う
と
、
惣
助
が
嘉
代
か
ら
金
を
借
り
る
に
際
し
て
、
そ
の

担
保
と
し
て
自
分
の
士
地
を
質
に
入
れ
た
旨
の
証
文
を
書
き
、
名
主
平
九
郎

は
村
内
の
土
地
の
権
利
に
関
わ
る
契
約
証
文
に
奥
印
し
て
そ
の
効
力
を
保
証

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
⑫
は
、
同
様
の
契
約
の
年
限
が
過
ぎ
て
も
借
金

の
返
済
が
無
か
っ
た
の
で
、
証
文
の
更
新
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
卿
は
、
借
金
の
返
済
が
出
来
ず
に
担
保
地
が
質
流
れ
と
な
っ
た
（
も
し
く

は
質
流
れ
の
形
式
を
と
っ
た
事
実
上
の
売
買
）
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

平
九
郎
は
当
事
者
嘉
代
の
夫
で
あ
る
か
ら
奥
印
を
遠
慮
し
、
代
っ
て
村
役
人

の
善
左
衛
門
が
奥
印
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

土
地
証
文
に
奥
印
を
捺
す
の
は
村
名
主
の
日
常
業
務
で
あ
り
、
「
日
記
」

は
机
上
に
あ
る
証
文
の
文
言
を
摘
要
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
だ
と
す

る
と
嘉
代
の
名
前
が
証
文
に
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
従
来
の
わ
れ
わ

れ
の
「
常
識
」
に
よ
れ
ば
、
土
地
の
名
請
人
は
戸
主
で
あ
る
成
年
男
子
で
あ

り
、
夫
が
健
在
で
あ
る
時
に
そ
の
妻
が
士
地
の
質
入
や
売
買
の
当
事
者
に
な

る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
筈
で
あ
っ
た
。
仮
に
証
文
面
で
夫
平
九
郎
の
名
義
と
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判
が
使
わ
れ
て
い
て
も
、
実
際
の
金
銭
の
流
れ
は
妻
嘉
代
が
仕
切
っ
て
い
る

と
し
て
、
平
九
郎
は
実
態
に
即
し
た
記
録
を
一
・
日
記
」
に
残
し
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
地
元
の
土
地
関
係
史
料
を
精
査
検
討

し
て
考
察
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
嘉
代
の
財
布
は
、
独
立
し
た
貸
付
け
機
関
と
し
て
の
機
能
を

果
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
未
熟
な
が
ら
も
貯
蓄
機

関
と
し
て
の
役
割
り
も
も
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
の
記
述
に
注
目

し
て
み
よ
う
。

⑮
真
光
寺
村
実
母
よ
り
平
内
方
へ
讓
金
の
内
五
両
也
、
預
り
く
れ
候
や
う

頼
承
に
付
き
、
嘉
代
へ
預
け
申
す
べ
き
旨
に
て
今
日
受
取
帰
り
、
直
ち

に
当
人
へ
渡
す
（
弘
化
５
．
川
・
閉
）

嘉
代
の
実
家
で
あ
る
平
家
の
内
儀
、
つ
ま
り
嘉
代
の
兄
嫁
か
ら
、
実
母
の

譲
り
金
の
う
ち
五
両
を
預
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
実
は
平
家
で
は
、
こ

の
前
後
に
借
財
整
理
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
、
嫁
の
持
参
財
産
が
婚
家
の
負

債
返
済
に
使
わ
れ
る
の
を
お
そ
れ
て
、
信
頼
の
置
け
る
嘉
代
の
金
庫
へ
避
難

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
利
子
の
約
束
は
な
い
の
で
単
に
安
全
を
求

め
て
預
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
姿
は
、
一
定
の
利
子
を
約
束
し
て

親
類
縁
者
か
ら
余
裕
の
あ
る
資
金
を
集
め
る
金
融
機
関
に
あ
と
一
歩
と
い
っ

て
よ
い
。

こ
の
他
に
も
「
日
野
渡
の
分
、
嘉
代
へ
預
け
る
」
（
弘
化
４
．
皿
・
Ⅱ
）

と
い
う
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。
柴
崎
村
と
、
多
摩
川
を
へ
だ
て
た
対
岸
日

野
村
を
結
ぶ
渡
船
は
、
地
元
柴
崎
村
民
は
無
賃
で
あ
る
が
、
そ
の
代
り
盆
暮

に
軒
ご
と
に
出
し
合
っ
た
雑
穀
を
村
で
集
め
て
渡
守
に
わ
た
し
、
渡
船
維
持

の
費
用
に
充
当
し
て
い
た
。
こ
の
年
は
集
め
た
雑
穀
を
八
王
子
で
売
り
払
っ

た
と
こ
ろ
金
二
両
を
得
、
こ
れ
を
暫
く
嘉
代
の
金
庫
へ
預
け
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
年
貢
金
の
よ
う
な
領
主
公
金
で
は
な
い
が
、
村
共
同
体
の
共
通
経
費

を
一
時
預
か
る
金
庫
の
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
嘉
代
が
他
人
に
金
を
貸
し
た
り
、
他
人
の
金
を
預
る
な
ど
、
独
自

の
金
融
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
さ
ら
に
豪
農
層
の
金
融
共

済
的
な
機
関
で
あ
る
無
尽
識
に
も
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
る
点
は
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
「
中
村
常
八
無
尽
二
会
目
、
落
鬮
弥
吉
外
壱
人
、
当

会
よ
り
嘉
代
へ
譲
る
」
（
天
保
過
・
６
・
路
）
と
あ
る
よ
う
に
、
従
来
平
九

郎
が
無
尽
講
の
正
式
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
会
か
ら
そ
の
権
利

を
嘉
代
へ
譲
り
渡
し
た
と
云
っ
て
い
る
。
翌
年
に
は
、
こ
の
無
尽
に
お
い
て

「
嘉
代
落
闘
に
相
成
り
候
」
と
な
っ
て
お
り
、
正
会
員
と
し
て
当
り
闇
の
権
利

を
得
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
嘉
代
は
単
に
夫
の
代
理
人
で
は
な
く
、
自
分
の

財
布
を
も
っ
た
人
物
と
し
て
平
九
郎
の
株
を
引
継
い
だ
と
考
え
る
べ
き
な
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
に
も
、
「
日
記
」
で
は
中
嶋
春
が
頼
母
子
講
・
無
尽
講

に
関
与
し
て
い
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
の
地
域
の
豪
農

連
中
の
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
性
別
よ
り
も
事
実
上
の
経
済
力
に
重
き
を

お
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
宗
門
人
別
帳
筆
頭
人
や
土
地
名
請
人
の
認
定
が
、

従
来
の
慣
行
に
よ
っ
て
性
差
に
強
く
こ
だ
わ
っ
て
い
る
行
政
の
レ
・
ヘ
ル
と
微

妙
に
違
い
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
経
済
的
な
裏
付
け
を
背
景
に
し
て
、
嘉
代
た
ち
は
生
活
面
で
も
、

旅
行
と
か
信
仰
な
ど
多
方
面
で
幅
広
い
行
動
の
自
由
を
享
受
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
一
か
月
以
上
を
か
け
て
農
閑
期
に
箱
根
の
温
泉
旅
行
に
出
掛
け
る
と
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か
（
天
保
田
・
７
．
Ⅳ
）
、
村
の
寺
の
境
内
に
嘉
代
心
願
の
地
蔵
尊
を
建
て
そ

の
開
眼
供
養
を
大
規
模
に
挙
行
す
る
な
ど
（
弘
化
４
．
８
．
胆
）
、
春
や
嘉
代

が
夫
た
ち
と
は
別
個
に
施
し
た
多
彩
な
寄
進
・
喜
捨
の
有
様
は
、
河
野
氏
の

詳
し
い
紹
介
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。

こ
こ
で
は
、
経
済
的
自
立
な
し
で
も
豪
農
の
妻
は
旅
や
寄
進
を
行
な
い
う

る
と
い
う
反
論
に
備
え
て
、
問
題
を
一
歩
進
め
よ
う
。
一
体
、
鈴
木
家
の
中

で
夫
の
財
布
と
妻
の
財
布
が
異
な
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
具

体
的
に
探
っ
て
ゑ
た
い
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
な
か
な
か
「
日
記
」

の
テ
ー
マ
に
は
上
っ
て
来
ず
、
嘉
代
の
実
家
の
不
幸
と
い
う
特
殊
な
状
況
を

ま
っ
て
よ
う
や
く
両
者
の
区
別
が
見
え
て
来
る
よ
う
で
あ
る
。

弘
化
四
年
六
月
三
日
、
嘉
代
の
実
父
で
あ
る
平
村
の
平
魯
輔
は
長
い
療
養

の
あ
と
に
逝
去
し
た
。
臨
終
の
床
に
立
ち
合
っ
た
平
九
郎
は
、
平
村
の
人
々

と
葬
儀
の
日
取
り
を
定
め
、
そ
の
準
備
に
と
り
か
か
り
、
細
か
い
手
順
と
経

費
の
分
担
を
次
の
よ
う
に
決
め
て
い
る
。
「
料
理
は
日
野
三
太
郎
へ
申
付
け
、

今
夜
献
立
注
文
し
、
明
日
調
え
方
、
尤
も
葬
式
用
具
明
日
、
野
菜
其
外
は
今

日
、
八
王
子
・
日
野
に
て
相
調
う
。
都
て
諸
雑
費
賄
平
九
郎
掛
り
、
尤
も
実

父
葬
礼
の
諸
掛
り
也
、
病
気
中
入
用
等
は
嘉
代
兼
て
用
意
の
事
也
」
、
後
段

の
経
費
負
担
に
注
目
す
る
と
、
葬
礼
に
要
す
る
諸
経
費
は
す
べ
て
平
九
郎
が

賄
い
、
そ
れ
以
前
の
病
気
療
養
に
要
し
た
費
用
は
嘉
代
が
用
意
し
て
い
る
と

述
べ
、
夫
婦
が
分
担
し
て
負
担
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
平

九
郎
の
賄
い
と
さ
れ
た
葬
儀
費
用
は
、
必
ず
し
も
彼
が
全
額
を
負
担
し
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
葬
儀
を
終
え
た
六
月
七
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
「
今
夜

葬
式
入
用
勘
定
い
た
し
候
処
、
二
十
二
両
余
、
米
七
俵
半
の
雑
費
な
り
。
香

典
金
六
両
不
足
、
受
納
す
。
嘉
代
十
両
出
金
に
て
さ
し
引
金
六
両
余
不
足
の

分
平
九
郎
引
受
く
。
施
主
方
へ
は
一
切
出
金
な
し
の
積
り
」
と
あ
る
。
計
算

が
い
ま
一
つ
判
ら
な
い
点
も
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
総
経
費
二
二
両
に
た
い
し
、

集
ま
っ
た
香
典
と
、
嘉
代
の
出
し
た
十
両
で
精
算
し
た
と
こ
ろ
六
両
余
の
不

足
が
生
じ
た
の
で
、
平
九
郎
が
こ
の
分
を
負
担
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

平
家
で
は
負
債
が
か
さ
承
、
こ
の
年
の
暮
に
は
財
産
整
理
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
で
、
遺
族
（
施
主
）
に
金
銭
の
負
担
を
か
け
ず
に
（
お

そ
ら
く
米
の
負
担
の
承
で
）
、
娘
の
嘉
代
の
家
で
一
切
の
面
倒
を
ゑ
た
も
の

と
理
解
で
き
る
。

翌
弘
化
五
年
二
月
に
亡
く
な
っ
た
平
家
の
「
老
母
」
、
つ
ま
り
嘉
代
の
母

親
の
葬
儀
費
用
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
諸
雑
費
金
六

両
余
、
米
三
俵
の
所
、
香
莫
受
納
三
両
程
、
さ
し
引
金
三
両
一
分
二
朱
余
不

足
の
所
、
一
両
二
分
嘉
代
よ
り
出
金
、
其
外
は
此
方
、
賄
米
は
施
主
家
よ
り

さ
し
出
す
」
（
弘
化
５
．
２
．
羽
）
と
あ
っ
て
、
賄
米
を
施
主
が
負
担
し
た

ほ
か
、
葬
儀
費
用
六
両
余
を
香
典
で
三
三
両
補
い
、
残
り
を
嘉
代
が
一
両
二

分
、
平
九
郎
が
一
両
三
分
一
朱
余
を
負
担
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
さ
ら
に

も
う
一
例
を
加
え
て
お
こ
う
。
同
年
三
月
に
平
家
で
、
前
年
死
亡
の
父
親
の

一
周
忌
と
、
母
親
の
百
日
忌
を
兼
ね
た
法
事
を
催
し
た
が
、
そ
の
と
き
の
経

費
分
担
に
関
し
て
は
、
「
法
事
入
用
、
香
彙
受
納
す
、
さ
し
引
き
残
り
不
足

金
三
両
二
朱
の
所
、
嘉
代
よ
り
二
両
出
金
、
一
両
二
朱
余
平
九
郎
出
金
に
て
、

白
米
五
斗
余
施
主
家
よ
り
出
す
」
（
弘
化
５
．
３
・
田
）
と
云
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
件
の
法
事
の
経
費
は
、
平
九
郎
と
嘉
代
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
合

っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
通
例
で
あ
れ
ば
、
法
事
費
用
は
家
の
支
出
と
し
て
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一
括
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
も
し
実
家
の
催
事
と
し
て
妻
の
持
参
金
を
活
用

す
る
慣
行
が
あ
る
な
ら
ば
妻
の
負
担
原
則
が
明
記
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
夫
と

妻
が
分
担
し
、
し
か
も
そ
の
都
度
異
な
る
比
率
で
負
担
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
自
立
し
た
財
布
を
も
っ
て
い
た
と
理
解
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

先
に
平
家
が
財
産
整
理
に
直
面
し
た
と
述
べ
た
が
、
平
九
郎
の
家
で
も
身

上
が
一
時
危
う
く
な
っ
て
、
弘
化
五
年
暮
に
中
嶋
家
は
じ
め
親
族
や
債
権
者

が
集
ま
っ
て
平
九
郎
の
「
身
上
仕
法
」
を
相
談
し
て
い
る
。
そ
の
経
済
的
危

機
を
招
い
た
要
因
や
借
財
の
規
模
内
容
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
把
む
こ
と
は

出
来
な
い
が
、
「
日
記
」
か
ら
は
、
財
産
整
理
の
一
部
と
し
て
平
九
郎
所
持

の
畑
地
を
質
流
れ
の
形
で
売
却
し
、
債
権
者
へ
の
返
済
に
宛
て
る
な
ど
の
方

策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
妻
嘉
代
と
の
関
係
で
注
目
す
べ

き
は
、
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

⑯
い
の
う
へ
．
④
加
判
の
証
文
預
り
、
並
び
に
利
足
割
通
帳
売
冊
、
中
嶋

よ
り
十
ヶ
年
の
間
田
地
戻
り
証
文
壱
通
受
取
る
、
右
三
通
取
り
、
嘉
代
．

寅
太
（
長
男
）
両
人
宛
に
て
相
認
め
、
直
に
嘉
代
へ
相
渡
す
、
来
る
酉

年
よ
り
所
々
頼
母
子
講
親
掛
り
の
度
左
預
り
人
よ
り
嘉
代
へ
受
取
り
掛

け
戻
す
、
右
備
金
に
付
て
は
自
分
は
一
切
進
退
致
さ
ざ
る
筈
取
究
め

（
下
略
）
（
弘
化
５
・
皿
・
別
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
①
財
産
整
理
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
重
要
な
証
文
・
通

帳
類
は
嘉
代
へ
渡
す
、
②
翌
年
か
ら
の
頼
母
子
講
に
つ
い
て
は
嘉
代
が
お
こ

な
う
、
③
「
備
金
」
に
つ
い
て
は
平
九
郎
は
一
切
手
を
ふ
れ
な
い
（
流
地
代

金
な
ど
を
「
備
金
不
足
の
内
へ
さ
し
加
え
合
金
三
百
両
也
」
と
も
云
っ
て
お

り
、
「
備
金
」
は
経
営
再
建
の
準
備
金
で
あ
り
、
こ
の
扱
い
は
嘉
代
に
委
せ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
）
、
と
述
べ
て
お
り
、
要
す
る
に
財
産
管
理
を
嘉

代
に
ま
か
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
通
常
、
「
身
上
仕
法
」
と
な
れ
ば
経
営
状

態
が
回
復
す
る
ま
で
の
期
間
、
親
類
が
面
倒
を
見
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
場
合
で
あ
れ
ば
父
の
中
嶋
家
、
兄
の
井
上
家
が
こ
れ
に
当
っ
て
も
お
か

し
く
は
な
い
。
し
か
し
実
際
は
、
嘉
代
の
こ
れ
ま
で
の
金
銭
の
扱
い
の
経
験

が
評
価
さ
れ
、
ま
た
そ
の
力
量
を
信
用
さ
れ
て
、
親
類
と
債
権
者
立
合
い
の

場
で
財
産
管
理
を
ま
か
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
家
の
経
営
が
危
機
に
お
ち
い
り
、
証
文
や
備
金
を

嘉
代
が
預
か
る
よ
う
な
事
態
に
至
っ
て
も
、
こ
の
夫
妻
の
財
布
は
一
つ
に
な

っ
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。
右
の
「
身
上
仕
法
」
の
取
決
め
を
し
た

直
後
の
「
日
記
」
に
、
「
嘉
代
よ
り
是
迄
賄
方
追
々
借
用
の
所
、
金
弐
両
弐

朱
余
今
晩
受
取
る
、
〆
金
十
両
借
用
に
成
る
」
（
弘
化
５
．
皿
・
羽
）
と
書

か
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
平
九
郎
が
嘉
代
か
ら
十
両
借
金
し
て
い
る
こ
と
が

判
る
の
は
勿
論
だ
が
、
さ
ら
に
「
賄
方
」
つ
ま
り
鈴
木
家
の
家
計
部
分
が
平

（
写
Ｉ
）

九
郎
の
財
布
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
の
は
興
味
深
い
。
嘉
代
の
財
布
の

役
割
は
、
直
接
鈴
木
家
の
家
計
を
賄
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
家
計

を
賄
う
役
の
平
九
郎
の
空
っ
ぽ
の
財
布
に
当
座
の
金
を
貸
付
け
て
や
る
と
こ

ろ
に
あ
る
、
そ
う
い
う
両
者
の
関
係
で
あ
っ
た
。

以
上
、
嘉
代
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
春
の
場
合
と
対
比

し
な
が
ら
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。
第
一
に
、
夫
と
は

独
立
に
金
融
貸
付
け
を
行
な
っ
て
い
る
点
は
春
と
同
様
で
あ
る
が
、
内
容
を

見
る
と
春
が
多
額
な
産
業
貸
付
け
を
扱
か
っ
て
い
る
の
に
た
い
し
、
嘉
代
は
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少
額
な
時
貸
し
や
質
地
貸
し
が
主
体
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
右
の
質
地
貸
し

の
際
に
、
嘉
代
は
質
地
証
文
や
質
流
証
文
を
受
取
っ
た
り
、
ま
た
無
尽
講
に

お
い
て
夫
平
九
郎
か
ら
権
利
を
譲
ら
れ
て
正
規
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
列
席
し

て
い
る
こ
と
か
ら
判
る
よ
う
に
、
共
同
体
し
。
ヘ
ル
で
は
経
済
的
に
自
立
し
た

人
格
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
第
三
に
、
右
の
諸
点
を
前
提
に
し
て
夫
と
妻
の

財
布
が
別
々
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
た
。
旅
行
や
仏
寺

へ
の
寄
進
な
ど
、
春
と
と
も
に
嘉
代
も
夫
と
は
独
立
し
た
行
動
が
可
能
で
あ

っ
た
。
嘉
代
の
場
合
は
、
さ
ら
に
実
家
の
法
事
の
費
用
分
担
や
、
夫
の
財
産

危
機
の
際
の
対
処
の
仕
方
な
ど
を
通
じ
て
判
る
よ
う
に
、
決
し
て
「
家
」
の

内
側
に
あ
っ
て
内
助
の
功
を
発
揮
す
る
の
で
は
な
く
、
夫
と
別
個
の
金
庫

（
財
布
）
を
有
し
、
夫
の
経
営
す
る
「
家
」
を
扶
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

河
野
淳
一
郎
氏
の
先
駆
的
な
仕
事
に
導
か
れ
つ
つ
、
女
性
の
財
産
と
い
う

視
点
か
ら
柴
崎
村
の
春
と
嘉
代
の
経
済
活
動
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
こ
こ

で
河
野
論
文
に
対
す
る
長
野
ひ
ろ
子
氏
の
批
判
の
論
点
を
紹
介
し
、
本
稿
と

の
関
わ
り
を
検
討
し
て
お
き
た
い
・

長
野
氏
の
批
判
点
は
、
三
つ
の
点
に
要
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
は
、

「
夫
婦
別
産
制
」
と
い
う
評
価
を
下
す
前
に
、
「
彼
女
達
の
経
済
活
動
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
経
済
構
造
全
体
の
な
か
で
位
置
づ
け
る
こ
と
」
が
必
要
で

あ
る
と
の
指
摘
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
本
稿
で
は
、
金
銭
出
納
な
ど
経
営
帳

簿
を
欠
く
状
況
の
な
か
で
、
「
日
記
」
の
断
片
的
記
事
か
ら
平
九
郎
と
嘉
代

四
お
わ
り
に

の
費
用
分
担
や
貸
借
関
係
を
通
じ
て
、
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
財
布
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
た
だ
本
稿
も
「
夫

婦
別
産
制
」
と
い
う
評
価
に
つ
い
て
は
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
動
産

（
金
銭
）
に
関
し
て
は
、
春
や
嘉
代
た
ち
が
所
有
し
か
つ
運
用
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
不
動
産
（
屋
敷
・
田
畑
）
に
つ
い
て
は
、
嘉
代
が

質
地
証
文
を
預
か
る
な
ど
の
事
実
を
示
す
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
法
的
な
帰
属

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
〃
夫
婦
別
々
の
財
布
（
金

庫
）
〃
と
い
う
に
と
ど
め
て
い
る
。

長
野
氏
に
よ
る
第
二
の
批
判
点
は
、
春
と
嘉
代
が
村
内
で
高
い
地
位
を
得

て
い
る
と
い
う
評
価
に
た
い
し
、
「
女
性
で
あ
る
限
り
村
落
共
同
体
の
正
式

メ
ン
バ
ー
に
な
れ
な
い
」
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
た
し
か
に

彼
女
た
ち
は
、
村
内
で
家
を
代
表
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
村
の
経
済
団
体

で
あ
る
無
尽
講
の
正
式
会
員
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。
第
三
は
、
河
野
氏
が
パ
ー
ト
ナ
ー
的
夫
婦
関
係
を
強
調
す
る
の
に
た

い
し
、
「
夫
が
家
の
代
表
者
で
あ
り
、
土
地
保
有
者
・
年
貢
負
担
者
で
あ
る

と
い
う
近
世
的
家
の
基
本
的
特
質
」
は
変
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批

判
で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、
夫
が
「
日
記
」
で
、
妻
の
も
と
に
質
地
証
文
が

集
ま
り
、
あ
る
い
は
質
流
れ
地
が
入
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
よ
う
な
事
態

を
ど
う
考
え
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
と
く
に
第
二
、
第
三
の
論
点

の
よ
う
な
長
野
氏
の
観
点
か
ら
は
、
性
差
別
の
法
制
や
行
政
の
か
げ
で
、
共

同
体
や
家
の
内
部
に
お
け
る
妻
の
地
位
が
、
経
済
的
力
量
を
背
景
に
流
動
化

し
つ
つ
あ
る
情
況
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
柴
崎
村
豪
農
家
に
お
け
る
〃
夫
婦
別
財
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布
″
の
状
態
が
、
近
世
の
農
家
経
営
全
体
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
筆
者
も
ま
た
こ
れ
を
一
般
化
す
る
準
備
を
も

っ
て
い
な
い
。
実
は
こ
の
点
は
、
本
稿
で
ふ
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
貸

付
金
原
資
の
問
題
と
関
連
し
よ
う
。
河
野
氏
も
推
定
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、

彼
女
た
ち
の
貸
付
原
資
は
実
家
か
ら
の
持
参
金
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を

証
す
る
証
拠
は
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
。
春
の
実
家
榎
戸
家
は
、
柴
崎
村
に

五
○
両
を
貸
与
す
る
な
ど
の
富
裕
農
家
で
あ
る
が
、
嘉
代
の
実
家
平
家
の
場

合
は
、
後
に
財
産
整
理
の
対
象
に
な
る
な
ど
経
済
的
余
裕
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

今
日
、
近
世
農
家
に
お
け
る
妻
の
持
参
金
と
そ
の
運
用
に
つ
い
て
の
研
究
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
云
っ
て
よ
い
が
、
こ
の
点
の
研
究
（
史
料
発
掘
を

含
め
て
）
が
進
む
な
ら
ば
、
春
・
嘉
代
ら
の
経
済
活
動
も
そ
の
延
長
上
に
位

置
づ
け
て
、
普
遍
的
な
評
価
を
下
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。

注（
１
）
大
竹
秀
男
『
「
家
」
と
女
性
の
歴
史
』
（
弘
文
堂
、
一
九
七
七
）
一
四

（
２
）
た
だ
し
京
都
町
方
に
つ
い
て
は
、
女
性
名
儀
に
よ
る
家
屋
敷
の
相
続

・
売
買
の
報
告
が
あ
る
。
牧
田
り
ゑ
子
「
近
世
京
都
に
お
け
る
女
性
の

家
屋
所
有
」
（
『
論
集
近
世
日
本
女
性
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
）

（
３
）
河
野
淳
一
郎
「
『
公
私
日
記
』
よ
り
ゑ
た
柴
崎
村
の
女
性
」
（
『
公
私

日
記
』
研
究
第
十
一
号
、
『
鈴
木
平
九
郎
公
私
日
記
第
十
九
冊
』
所

収
、
立
川
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
三
）
、
同
弓
公
私
日
記
』
に
ゑ
る

五
ペ
ー
ジ
以
下
。

幕
末
期
名
主
の
妻
」
（
『
多
摩
の
あ
ゆ
ゑ
』
三
七
号
、
多
摩
中
央
信
用
金

庫
、
一
九
八
四
）

（
４
）
長
野
ひ
ろ
子
「
農
村
に
お
け
る
女
の
役
割
と
諸
相
」
（
『
日
本
女
性
生

活
史
・
第
三
巻
近
世
』
東
大
出
版
会
、
一
九
九
○
）

（
５
）
『
鈴
木
平
九
郎
公
私
日
記
』
全
二
○
冊
（
立
川
市
教
育
委
員
会
、
一

九
七
二
’
八
三
）
。
引
用
の
際
に
は
、
句
読
点
、
送
り
仮
名
を
適
宜
加

え
、
書
下
し
文
に
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

（
６
）
も
う
一
件
は
、
「
惣
助
よ
り
嘉
代
へ
入
置
き
候
質
地
証
文
、
奥
印
渡

す
」
（
弘
化
５
．
９
．
４
）

（
７
）
鈴
木
家
の
経
費
負
担
（
賄
）
が
平
九
郎
に
あ
っ
た
こ
と
は
次
の
史
料

か
ら
も
判
る
。
「
当
年
、
下
男
女
給
金
仕
着
せ
代
の
内
、
先
日
の
分
共

〆
金
十
二
両
三
分
也
、
嘉
代
へ
預
け
。
都
て
召
仕
の
儀
は
同
人
掛
り
を

相
極
め
候
事
」
（
嘉
永
３
．
３
．
１
）
、
奉
公
人
に
つ
い
て
は
嘉
代
の
掛

り
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
費
用
は
平
九
郎
の
財
布
か
ら
出
て
い
る
。

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
・
日
本
近
世
史
）
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